
代 理 人 と 委 任 状 の 関 係 

 

１.民法では、代理とは、本人(依頼人)が、法律行為(今回は自動車の登録等の事)を、色々な事情(仕事など) 

があってできない時。本人に代わり他人(たとえ親族であっても)に法律行為をしてもらう依頼をすることである。 

２. 委任状とは、この依頼する内容や、代理人を誰にするのかが書かれた書面であります。 

車検証に記載されていた者、及びこれから記載される者が、何かの都合で、本人が、陸運支局に 

来ることが出来ない場合に、他人(親族も含む)に、依頼する状態が生じたときは、委任状が必要となる。 

他人に依頼するすなわち、行政書士や親族の方に代理人になってもらって、名義変更・廃車・車検証の再交付・番号

変更等など色々法律行為をしてもらうことを、官庁等(陸運支局等)に対して、証明する為には委任状が必要となる。

この事が分かれば、どのような場合に、委任状が必要になるのかが理解できると思う。 

 

 

 

 

 



これから、具体的なケースにより、何例か、委任状が必要なのかどうか、考えてみよう。 

名義変更・移転登録は売主と買主がいるので単独で手続きはできない。 

※ 売主(車検証上の旧所有者) 買主(車検証上の新所有者。ただし新使用者がいる場合は委任状必要となる) 

 

ケース1. (売主と買主両方とも陸運支局に来ている)    

自動車の売主と買主とも本人が来ている時は、誰にも、依頼していないので、 

委任状はいらない。  代理人はいない。 

ケース 2. (売主と買主両方とも都合悪く、陸運支局に来ていない。)   

売主と買主、両方とも都合が悪く、行政書士又は親族等に登録を依頼する場合、売主および買主の 

行政書士または親族等に対する委任状が必要となる。 

委任状は 2枚必要(売主および買主の両方から)となる。代理人(行政書士または親族等)は必要。 

ケース 3. (売主が都合悪く来ていない、買主は陸運支局に来ている。買主が登録する場合) 

委任状は 1枚(売主から)が必要となる。代理人(買主が、売り主の代理人になる)は必要。 

買主は、直接、申請書に押印する。 

 


